
とき　18時～21時　ところ　市役所東側駐車場

とき　14時～20時45分　ところ　市役所前道路およびその周辺
問合せ　地域協働課地域協働係
※詳しくは広報へきなん７月15日号に掲載します。
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　企画展「花森安治の仕事」が会期26日目で１万人
を達成しました。来館した中野久美子さん（西尾市）
が１万人目の観覧者となり、記念品が贈られました。

　春のバラ展が開催されました。たくさんのバラの
アレンジが通路に並び、華やかなバラと良い香りに
誘われて、訪れた人たちは足をとめて眺めていまし
た。

　マリンスポーツフェスタにてバナナボートやジェ
ットボートなどの水上スポーツを体験しました。
　速さと全身にかかる水しぶきに、参加した人たち
は歓声をあげていました。

バラの香りに誘われて
［市民病院］

水しぶきキラリ
［水上スポーツセンター］

過去の企画展で最速の来館者数です
［藤井達吉現代美術館］−木−

5/16
−火−

−木−

5/21
−日−

−木−

5/16
−火−

っとニュース
ま ち か ど フ ォ ト

Hot News
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　美術館あそび実験室「伝える・伝わる！？」にて
いろいろな伝え方の実験を行いました。
　参加した親子は、手でさわったり耳で聞いたりと、
いろいろな方法の伝え方を感じることができました。

　春季市民囲碁大会に36人が参加しました。参加者
の盤面を見る眼差しは勝利への意気込みにあふれて
いました。

「レールパークから大浜・棚尾めぐり」が開催され、
参加者はレールパークを中心に約３時間かけて大浜・
棚尾地区を散策しました。大浜てらまち案内人の会
と棚尾の歴史を語る会の先導のもと、名所の解説を
聞きながら気持ちの良い汗を流しました。

　全国菓子大博覧会にて、最高賞である名誉総裁賞
を受賞したスギ製菓㈱。

表 敬 訪 問

まちを歩いて歴史を学習
［大浜・棚尾地区］

知恵と努力の結晶です

伝え方っていろいろあるね
［藤井達吉現代美術館］

次の一手は
［文化会館］

−木−

5/20
−土−

−木−

5/28
−日−

−木−

5/28
−日−

−木−

5/26
−金−
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　市では、年２回市の財政状況を公表しています。これは皆さん
の貴重な税金がどのくらい集まり、どのように使われているかを
明らかにするものです（平成29年３月31日現在）。
　万円未満四捨五入のため、合計などが一致しないことがありま
す。
問合せ　行政課財政係

財政状況を
公表します

一般会計予算額　300億8,711万円

平成28年度下半期の

市債の状況市税収入状況

市有財産の状況

収入済額
278億1,687万円
執行率　92.5％

支出済額
254億4,729万円
執行率　84.6％

歳入 歳出

一　般　会　計

特　別　会　計

企　業　会　計

区分 国民健康保険 公共下水道事業 訪問看護事業 介護保険 後期高齢者医療保険

予算現額 77億3,799万円 36億9,535万円 3,655万円 46億1,310万円 9億2,702万円

収入済額 71億9,335万円 26億7,874万円 3,018万円 44億3,974万円 8億��872万円

支出済額 67億��475万円 26億6,069万円 2,090万円 38億5,683万円 7億5,774万円

区分
水道事業 病院事業

予算現額 執行済額 予算現額 執行済額

収益的収入 15億3,534万円 14億8,495万円 79億3,279万円 73億9,177万円

収益的支出 13億3,968万円 12億9,538万円 84億1,654万円 78億8,894万円

資本的収入 １億8,779万円 １億8,989万円 20億1,579万円 16億3,317万円

資本的支出 ７億5,692万円 ７億��415万円 22億2,236万円 13億1,687万円

土　　地 1,278,896㎡

建物(延面積) 234,447㎡

有価証券 205,682株

基　　金 66億6,051万円

区分 現在高

一 般 会 計 88億5,773万円

水 道 事 業 5,168万円

病 院 事 業 38億����92万円

公共下水道事業 137億2,811万円

項目 予算現額 収入済額

市 民 税 74億2,360万円 74億9,405万円

固 定 資 産 税 85億3,980万円 86億9,792万円

軽 自 動 車 税 １億5,140万円 １億6,236万円

市 た ば こ 税 ４億8,000万円 ４億7,827万円

都 市 計 画 税 11億3,650万円 11億4,628万円

区分 予算現額 収入済額（執行率）

市税 177億3,130万円 179億7,889万円(101.4%）

国庫支出金 36億3,671万円 30億4,807万円�(83.8%）

県支出金 14億3,921万円 10億8,418万円�(75.3%）

繰越金 14億6,504万円 14億6,504万円(100.0%）

市債 14億7,030万円 １億1,060万円�(�7.5%）

そのほか 43億4,456万円 41億3,010万円�(95.1%）

区分 予算現額 支出済額（執行率）

総務費 37億6,814万円 28億6,923万円（76.1%）

民生費 100億8,285万円 92億�� 104万円（91.3%）

土木費 49億5,806万円 36億5,222万円（73.7%）

教育費 37億4,836万円 30億2,259万円（80.6%）

公債費 12億5,123万円 12億3,179万円（98.4%）

そのほか 62億7,847万円 54億7,042万円（87.1%）
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後期高齢者医療の
被保険者の皆さんへ

　後期高齢者医療保険に加入している人の平成28・
29年度の保険料率が決まりました。高齢者人口の増
加や１人当たりの医療費の増加などを理由に、保険
料が上がります。
均等割額　46,984円（26・27年度　45,761円）
所得割率　9.54％（26・27年度　9.00％）
29年度の保険料額＝46,984円＋（28年中の所得金額
－33万円）×9.54％
※100円未満は切捨てで限度額は57万円です。
　所得金額などに応じて均等割額が２～９割軽減さ
れる場合もあります。29年度の保険料は、７月中旬
に届く決定通知書でご確認ください。年金や口座振
替以外の人は納付書が同封されますので、お近くの
指定金融機関でお支払いください。

　限度額適用・標準負担額減額認定証は、入院時の
医療機関窓口での負担（食事代など）が軽減される
認定証です。現在使用している認定証の有効期限は
７月31日㈪です。認定証の交付を受けている人で、
29年度も対象になる人には、８月以降に使用する認
定証を７月下旬に郵送します。

保険料率が改定されます

新しい保険証を
７月下旬に送付します

限度額適用・
標準負担額減額認定証の更新

　現在使用している保険証の有効期限は７月31日㈪
です。８月１日㈫から使用する保険証を７月下旬に
簡易書留郵便で送付します。
　簡易書留郵便は、受け取るときに受領印またはサ
インが必要です。配達時に不在の場合は、郵便受け
に案内が入りますので、案内に従って受け取ってく
ださい。
　有効期限の切れた古い保険証は、市役所、各公民
館（西端を除く）、農業者コミュニティセンター、
南部・東部市民プラザに設置している保険証回収箱
へ返却するか、個人で細かく裁断するなどして破棄
してください。
　保険証は有効期限を過ぎると使用できません。８
月１日㈫以降に医療機関などで受診するときは、必
ず新しいオレンジ色の保険証を提示してください。

問合せ　国保年金課医療係

オレンジ色

△新しい保険証は青色からオレンジ色に変わります。

　衣浦衛生組合は、年２回財政状況を公表します。
　これは碧南市・高浜市からの分担金、国・県から
の補助金など、大切なお金がどのように使われてい
るかを明らかにするものです。
　内容は平成29年３月31日現在の28年度下半期の執
行状況を始め、組合財産の現況、組合債の残高など
です（千円未満四捨五入のため、合計などが一致し
ないことがあります）。
●組合財産の状況

土地 49,672.88㎡
建物（延面積） 21,414.94㎡

物品 14点

●一般会計歳入歳出予算執行状況
　予算現額は３月補正分まで、収入・支出済額は平
成29年３月31日現在で出納調書によるものです。

歳入
収入済額　18億9,502万３千円（執行率64.7％）

歳出
支出済額　11億3,296万６千円（執行率38.7％）

●組合債の状況

区　　　分 � 現在高（千円）
し尿処理施設建設 543,928
ごみ処理施設建設 1,478,900

衣浦衛生組合
財政状況の公表

問合せ　衣浦衛生組合　☎(41)3479 科目 予算現額
(Ａ)千円

収入済額
(Ｂ)千円

執行率
(B/A×100)％

分担金および
負担金 1,401,408 1,021,866 72.9

使用料および
手数料 188,755 195,934 103.8

国庫支出金 576,076 576,076 100.0
財産収入 3,301 3,304 100.1
繰越金 81,178 81,178 100.0
諸収入 20,315 16,665 82.0
組合債 657,400 0 0.0

科目 予算現額
(Ａ)千円

支出済額
(Ｂ)千円

執行率
(B/A×100)％

議会費 488 480 98.4
総務費 83,418 48,471 58.1
衛生費 2,774,461 1,023,950 36.9
公債費 60,066 60,065 100.0
予備費 10,000 0 0.0
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●療養病床入院時の居住費が変わります
　65歳以上の人が療養病床に入院したときは、居住
費として、標準負担額を自己負担します。平成29年
10月から、負担額が以下のとおり改正されます。

●国民健康保険税の税率、税額が変わります
（算定基準の引き上げ）
　医療分の所得割額算定税率、均等割額および平等
割額を以下のとおり引上げます（後期高齢者支援金
分、介護分については据え置き）。

医療区分 改正前 改正後

医療区分Ⅰ 320円／日 370円／日

医療区分Ⅱ・Ⅲ
（医療の必要性
の高い者）

０円／日 200円／日

難病患者 ０円／日 ０円／日

医療分
改正前 改正後

所得割額算定
税率 4.8％ 5.1％

資産割額算定
税率 10％ 10％

均等割額 24,600円 26,600円
平等割額 21,300円 23,300円

※平等割額について、特定世帯は２分の１を乗じて
得た額とし、また、特定継続世帯については４分の
３を乗じて得た額とします。

所得区分 改正前 改正後

現役並み
所得者

外来（個人） 44,400円 57,600円

外来＋入院
（世帯単位）

80,100円
・医療費が267,000円を超えた場合は
　超えた分の１％を加算
・過去12か月以内に限度額を超えた
　支給が４回以上あった場合、４回
　目以降は44,400円

変更なし

一般

外来（個人） 12,000円 14,000円
（年間上限額144,000円）

外来＋入院
（世帯単位） 44,400円

57,600円
・�過去12か月以内に限度額を超えた
支給が４回以上あった場合、４回
目以降は44,400円

　１か月の医療費の自己負担が高額になったとき、自己負担限度額を超えた分が高額療養費として支給され
ます。
　平成29年８月診療分から、70歳以上75歳未満で「現役並み所得者」「一般」の所得区分に該当する人の自
己負担限度額が以下のとおり改正されます。

問合せ　国保年金課国保係

●70歳以上75歳未満の人の自己負担限度額が変わります

●国民健康保険税軽減対象の範囲が拡大されます
　平成29年度の地方税法施行令の改正により、均等
割・平等割（５割軽減および２割軽減）の軽減判定
所得の基準が見直され、国保税軽減対象となる範囲
が拡大されました。
　軽減は、世帯主（国保加入者でない世帯主も含む）
および国保の被保険者・特定同一世帯所属者全員に
所得の申告がある世帯に適用されます。所得を申告
していない世帯には軽減制度が適用されません（申
告義務のない非課税の人でも、国保では申告が必要）。
　軽減を受けるための申請は必要ありません。あら
かじめ軽減適用した金額で国保税が課税されます。

軽減割合 軽減基準となる所得金額

５割

同一世帯の世帯主および国保加入者
と特定同一世帯所属者の前年中の総
所得金額が｛基礎控除額33万円＋27
万円×（国保加入者数＋特定同一世
帯所属者数）｝以下の世帯

２割

同一世帯の世帯主および国保加入者
と特定同一世帯所属者の前年中の総
所得金額が｛基礎控除額33万円＋49
万円×（国保加入者数＋特定同一世
帯所属者数）｝以下の世帯

※特定同一世帯とは、後期高齢者医療制度への加入
により国保の資格を喪失し、その喪失日以降も継続
して同一の世帯に所属する人です。

国民健康保険からのお知らせ
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め
て
み
ん
な
と　

話
そ
う
よ�

長
崎　

有
紗
（
西
端
中
３
年
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
標
語
作
品
入
賞
者

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
標
語
作
品
入
賞
者（

敬
称
略
）

﹁
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
﹂
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
昭
和
26
年
に

始
ま
り
、
今
年
で
67
回
目
を
迎
え
ま
す
。

７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
、
保
護
司
会
や

更
生
保
護
女
性
会
が
中
心
と
な
り
、
市
内

各
所
で
の
街
頭
広
報
活
動
を
始
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

●
地
域
の
チ
カ
ラ
が
犯
罪
や
非
行
を
防
ぐ

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に

事
件
や
犯
罪
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
は
す
べ

て
の
人
の
望
み
で
す
。
犯
罪
や
非
行
を
な

く
す
た
め
に
、
取
締
り
を
強
化
し
て
罪
を

犯
し
た
人
を
処
罰
す
る
こ
と
も
必
要
な
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
立
ち
直
ろ
う
と
決
意

し
た
人
を
社
会
で
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と

や
、
犯
罪
や
非
行
を
す
る
人
を
生
み
出
さ

な
い
家
庭
や
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
も

ま
た
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

立
ち
直
り
を
支
え
る
家
庭
や
地
域
を
つ

く
る
た
め
に
は
、
一
部
の
人
た
ち
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
す
べ
て
の
人
た
ち
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
で
は
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
１

人
ひ
と
り
が
考
え
、
参
加
す
る
き
っ
か
け

を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
更
生
保
護
の
担
い
手
と
は

【
保
護
司
】

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
を

地
域
で
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
保

護
観
察
対
象
者
の
生
活
環
境
の
調
整
や
、

犯
罪
予
防
活
動
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

【
更
生
保
護
女
性
会
】

　

女
性
の
立
場
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
犯

罪
予
防
の
活
動
や
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
の
た
め
子
育
て
支
援
活
動
な
ど
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

活
動
に
つ
い
て　

池
田
定
史
（
保
護
司
）

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
今
年
で

67
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

碧
南
保
護
区
保
護
司
会
碧
南
支
部
の
啓

発
活
動
は
、
７
月
１
日
㈯
に
更
生
保
護
女

性
会
と
市
内
中
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

生
徒
と
一
緒
に
市
内
の
店
舗
に
立
ち
、
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
や
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
を
手
渡
し

し
ま
す
。
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
は
、
こ
の
運
動

に
賛
同
し
て
い
た
だ
い
た
企
業
・
団
体
・

個
人
の
協
賛
金
で
作
成
さ
れ
、
市
内
中
学

生
の
﹁
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
﹂
優
秀

標
語
作
品
が
印
刷
物
と
し
て
入
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
標
語
に
は
、
罪
を
犯
し
て
し
ま

っ
た
人
の
立
ち
直
り
を
支
え
る
社
会
、
ま

た
犯
罪
や
非
行
を
す
る
人
を
生
み
出
さ
な

い
家
庭
や
地
域
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
生
徒

た
ち
の
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
安
全
・
安
心
な
社
会
づ
く
り

を
目
指
し
、
１
人
ひ
と
り
が
で
き
る
小
さ

な
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。
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受
益
者
負
担
金

　

下
水
道
は
、
整
備
区
域
ご
と
に
利
用
で

き
る
人
が
限
ら
れ
ま
す
。
下
水
道
の
整
備

に
か
か
る
費
用
を
す
べ
て
公
費
で
賄
う
と
、

整
備
区
域
以
外
の
人
も
こ
れ
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
、
不
公
平
が
生
じ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
下
水
道
整
備
に
よ
り
利
益
を

受
け
る
人
に
、
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
の
が
受
益
者
負
担
金
で
す
。

　

負
担
金
は

　

１
㎡
当
た
り
350
円

　

受
益
者
負
担
金
の
対
象
と
な
る
土
地
は
、

下
水
道
整
備
区
域
の
す
べ
て
の
土
地
で
す
。

受
益
者
負
担
金
は
、
そ
の
土
地
に
対
し
て

一
度
限
り
の
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
190
㎡
の
土
地
の
負
担
金
額
は
、

350
円
×
190
㎡
＝
６
万
６
千
500
円
と
な
り
ま

す
。

　

負
担
金
を
納
め
る
人

　

今
回
、
公
告
さ
れ
る
賦
課
対
象
区
域
内

に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
、
あ
る
い
は

そ
の
土
地
に
権
利
を
持
っ
て
い
る
人
の
い

ず
れ
か
が
受
益
者
（
負
担
金
を
納
め
る
人
）

で
す
。
市
で
は
、
10
月
ご
ろ
に
対
象
と
な

る
土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
へ
書
類
を
送

付
し
、
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

負
担
金
の
納
付

　

平
成
29
年
度
に
賦
課
決
定
し
た
区
域
は
、

30
年
６
月
よ
り
負
担
金
の
納
付
が
始
ま
り

ま
す
。
納
付
方
法
は
５
年
間
の
分
割
で
、

１
年
を
４
期
に
分
け
て
計
20
期
で
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
各
年
度
の
第

１
期
（
毎
年
６
月
）
に
残
り
の
負
担
金
全

額
を
一
括
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
は
納
期
前
納
付
報
奨
金
（
限
度

額
25
万
円
）
を
交
付
し
ま
す
。

　

負
担
金
の
徴
収
猶
予

・
農
地
（
登
記
お
よ
び
現
況
が
農
地
）

・
係
争
中
の
土
地

・
災
害
な
ど
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
受
益

　

者
が
所
有
す
る
土
地

　

負
担
金
の

　

減
免
さ
れ
る
場
所

・
国
、
地
方
公
共
団
体
の
土
地

・
学
校
、
福
祉
施
設
な
ど
の
土
地

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
の
土
地

・
墓
地
、
埋
葬
な
ど
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
５
項
に
規
定
す
る
墓
地

・
宗
教
法
人
法
第
３
条
に
規
定
す
る
境
内

　

地
・
私
道
（
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
）

・
自
治
会
な
ど
が
管
理
運
営
す
る
集
会
場

　

な
ど
の
土
地

※
減
免
率
は
25
％
～
100
％
で
す
。

　

都
市
基
盤
の
整
備
と
し
て
平
成
元
年
度
か
ら
公
共
下
水
道
事
業
に
着
手
し
、
平
成
28
年
度
末
に
お
い
て

千
154
．
４
ha
を
整
備
し
ま
し
た
。

﹁
平
成
29
年
度
に
工
事
を
行
い
、
30
年
４
月
１
日
か
ら
下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
（
一
部
の
既
整
備
区

域
を
含
む
）
﹂
を
平
成
29
年
度
に
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
を
賦
課
す
る
区
域
と
し
て
７
月
１
日
㈯
に

公
告
す
る
予
定
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ　

下
水
道
課
管
理
業
務
係

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
区
域
で

住
宅
を
新
築
・
増
改
築
す
る
人
へ

　

汚
水
は
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
、
雨

水
は
川
や
海
へ
直
接
放
流
す
る
﹁
分
流
式

下
水
道
﹂
を
採
用
し
て
い
ま
す
。　
　
　

　

こ
れ
か
ら
住
宅
を
新
築
・
増
改
築
す
る

人
は
、
汚
水
と
雨
水
を
別
々
に
流
す
こ
と

の
で
き
る
設
備
に
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
下
水
道
に
接
続
す
る
と
き
改
造

が
容
易
に
で
き
、
経
費
の
無
駄
が
な
く
な

り
ま
す
。

下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
内
で

下
水
道
へ
接
続
し
て
い
な
い
人
へ

公
共
下
水
道
に
早
期
接
続
を
！

　

未
接
続
の
場
合
、
家
庭
汚
水
の
悪
臭
な

ど
が
発
生
し
、
近
所
の
人
に
迷
惑
が
か
か

り
ま
す
。

　

下
水
道
法
で
は
﹁
公
共
下
水
道
が
供
用

開
始
さ
れ
た
場
合
は
下
水
道
に
接
続
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
接
続
義
務
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
的
な
家
庭
の
場
合
、
浄
化

槽
に
か
か
る
費
用
よ
り
下
水
道
使
用
料
の

方
が
割
安
で
あ
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　

１
日
も
早
い
下
水
道
の
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

平
成
29
年
度
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
賦
課
対
象
区
域
が
決
定
し
ま
し
た
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旭地区
（旭町・荒子町・笹山町・二本木町・平和町・見合町）

西山地区
（金山町・住吉町・鶴見町・東山町・山下町）

本郷町３丁目

賦課対象区域図
（色塗り部分）

賦課対象区域
丁目の全部または一部が賦課対象となる地域
旭町１丁目、荒子町１～４丁目、金山町１・４・５丁目、
笹山町２・３・６丁目、住吉町１・２丁目、鶴見町３丁
目、二本木町１・４・５丁目、東山町１～６丁目、平和
町３丁目、本郷町３丁目、見合町１丁目、山下町
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　市では、若い人たちの国際交流に対する理解と両
市の親善を深めることを目的として、昭和62年より
アメリカ合衆国エドモンズ市へ中高生などを派遣し
ています。
　今年は碧南市からエドモンズ市へ中高生15人が８
月４日㈮に出発し、現地の一般家庭でホームステイ
して８月17日㈭に帰国する予定です。

派遣メンバー（敬称略）
緒方彩香（新川中３年）　髙橋真里奈（新川中３年）
髙村翔吾（新川中３年）　小笠原光梨（東中３年）
川邊なな（東中３年）　　榊原雅（東中３年）
溝口莉子（東中３年）　　鳥居知可（西端中３年）
森田佳乃子（中央中３年）山田優羽（中央中３年）
小澤侑欣（西尾高１年）　杉浦伶音（刈谷高２年）
杉浦穂香（刈谷高２年）　森朝未（西尾高２年）
渡邉咲（知立東高２年）　榊原純子（引率）
笹野儀弥（引率）

姉妹都市学生使節団ウェルカムパーティー
とき　７月21日㈮　18時30分～
ところ　文化会館
定員　100人程度
参加費　500円
申込み　地域協働課地域協働係

中高生等海外派遣学生決定
姉妹都市エドモンズ市へ

①産後の休暇および育児休業後における特定教育・
保育施設などの円滑な利用の確保
　産後休暇および育児休業後の保育の利用は、現時
点では円滑に実施されています。母親が育児休業を
取得する場合の在園児の継続入所などについても、
広報へきなんやホームページ、入園説明会を通じて
情報を提供していきます。
②市民が安心して子どもを産み育てられる環境整備
　棚尾小学校で毎週水～金曜日に放課後子ども教室
を開設しています。平成28年度は、新川児童クラブ
本館増築を行いました。子どもたちがより安心安全
そして快適に過ごすことができる居場所を提供して
います。
③子どもに関する専門的な知識および技術を要する
支援
　支援の必要な家庭に対し、家庭児童相談員が定期
的な訪問をして、相談や支援を行っています。最近
では、児童虐待の発端（原因）も発達障害、家族の
病気や育児能力不足、ＤＶなど多様であり、関係機
関と連携を図りながら必要な支援を行っています。

④労働者の職業生活と家庭生活との両立支援
　妊娠中の夫婦を対象にしたパパママ教室を開催し、
父親の育児参加を促して、夫婦が共同で子育てをす
る喜びを感じることができるように支援しています。
⑤ひとり親家庭の自立支援
　ひとり親家庭の経済的自立を支援するため、母子・
父子自立支援員による生活や就労の相談事業を実施
しています。自立支援教育訓練給付金による資格取
得など、様々な自立支援プログラムを提供していま
す。
⑥障害児の保育と養育支援
　幼稚園・保育園では３歳以上の障害児の受入れを
行っています。また、療育が必要な子どもは、母子
通園施設「にじの学園」で子どもの発達などに応じ
た療育を行い、保護者の身体的・精神的な育児負担
の軽減を図っています。
　27年度からの言語聴覚士による支援に加え、28年
度からは福祉課の児童発達支援ネットワーク事業と
して、発達が気になる児童と関わる保護者や支援者
の支援を行っています。

子育て支援施策の充実を図るための関連施策

広
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子ども・子育て支援
事業計画の進捗状況

問合せ　こども課育成支援係

幼児期の教育・保育
　保護者の代わりに就学前の子どもの保育・教育を担う施設として、保育園・幼稚園事業を行っています。

地域子ども・子育て支援事業

（単位：人／日） 保育園 幼稚園

28年度利用者実績
０歳 １・２歳 ３歳～ ３歳～ 合計

67 294 1,430 435 2,226

事業名 事業内容 28年度利用者状況

時間外保育事業
保護者の就労状況などにより、通常の保育時間を延長して
子どもを預かる事業です。時間は園によって異なります。

180人／日
（18時以降）

放課後児童健全育成事
業（児童クラブ）

放課後、就労などで保護者が家庭にいない小学生児童に適
切な生活の場を用意し、健全な育成を図ります。

低学年（１～３年）540人／日

高学年（４～６年）100人／日

子育て短期支援事業

ショートステイは保護者の疾病や環境上の理由などにより
養育が困難な場合、トワイライトステイは仕事などの理由
により平日夜間または休日に養育が困難な場合やそのほか
緊急の必要がある場合に一時的に児童を預かります。

ショートステイ
０人
／年

トワイライトス
テイ

０人
／年

一時預かり事業

幼稚園での「預かり保育」では、通常の教育時間の開始前・
終了後、夏休みなどに、保育園での「一時預かり」では、
保護者の不定期の就労および私的理由などにより、一時的
に保育が困難となった子どもを預かります。

預かり保育
14,702回
／年

一時預かり
3,206回
／年

病後児保育事業
病気の回復期であるが通園が困難であり、親の就労などに
より家庭での保育が困難な子どもを預かります。

11件／年

子育て援助活動支援事
業（ファミリー・サ
ポート・センター）

中学生以下の子どもをもつ依頼会員と、育児援助をしたい
地域の協力会員が、それぞれ相互援助活動を行います。

1,718件／年

地域子育て支援拠点事
業（地域子育て支援セ
ンター）

公共施設や保育所など地域の身近な場所で、乳幼児のいる
子育て中の親子の交流や育児相談、情報提供などを行って
います。

4,301人／月

10か所

利用者支援事業
さまざまな教育や保育、地域子育て支援事業のなかから適
切なサービスを選択するための支援をしています。

１か所

乳児家庭全戸訪問事業
（赤ちゃんお誕生おめ
でとう訪問）

全出生児に対して生後２か月前後に母子保健推進員または
保健師が訪問します。子育てに関する情報提供や、母親の
育児状況、養育環境の把握を行い適切な支援につなげます。

558人／年

養育支援訪問事業
養育支援が必要だと判断した家庭に対して、養育支援訪問
員（保健師など）が定期的に訪問し、助言や指導・相談を
行っています。

23回／年
（対象者　２人）

妊婦に対する健康診査
母子健康手帳交付時に医療機関で行われる健診の受診票（14
回分）を交付し、妊婦健康診査の費用を補助しています。

7,547人／年
（第１回目受診者数　646人）
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図書館本館
●楽しみながら学ぼう！調べ学習講座その２
　調べてわくわく知ってドキドキ
「図書館で調べ学習講座」
　図書館の資料やインターネットを使って、調べ学
習に挑戦してみよう。何回でも参加できます。
とき　７月25日㈫～28日㈮　９時～12時、13時～16
時
対象　小学生
定員　各20人（先着順）
申込み　７月８日㈯９時30分より図書館本館
●えびせんべいのクイズラリー
　調べ学習講座その１で見学をしたえびせんべい工
場にちなんだ問題が出ます。全問正解すると抽せん
で賞品があります。
とき　７月25日㈫～８月５日㈯　９時～17時
●夏休み工作教室
「ステンドグラス風の切り紙を作ろう」
　切り紙とセロハンを使ってステンドグラス風の工
作をします。日がさすと壁にきれいなもようがうか
びあがります。カッターは使わずはさみで切ります。
とき　８月２日㈬　10時～12時、14時～16時
対象　小学生
定員　各15人（先着順）
申込み　７月15日㈯９時30分より直接図書館本館
※電話での申込みはできません。
●夏休みおはなし会スペシャル「ようかいがでた！」
　ちょっぴりこわいけれど愛きょうのあるようかい
たちのおはなし会です。
とき　８月８日㈫　10時30分～
内容　大型絵本「めっきらもっきらどおんどん」、
大型紙芝居「かっぱのすもう」、おたのしみ「いっ
たんもめんの切り紙を作ろう」ほか
●へきにゃごにあいたい
　夏休みの最後はへきにゃごにいっぱい会えるよ。
いろんなコスプレのへきにゃごに会いに来てね。１
回会うとシールが１枚もらえて、
シールを６枚ためるとプレゼン
トがもらえます。
とき　８月25日㈮～31日㈭
●水族館でミニおはなし会
とき　８月27日㈰　14時～
ところ　海浜水族館
内容　ミニ人形劇「かえるとび
でいち・にの・さん」ほか

　夏休みの図書館は楽しいイベントが盛りだくさんです。是非お越しください。

中部分館
●夏休み工作教室
「水中宝さがしゲームをつくろう」
とき　７月26日㈬　10時～12時、14時～16時
対象　小学生
定員　各15人（先着順）
申込み　７月８日㈯９時より中部分館
※電話は10時より受け付けます。
●元気ッスおはなし会
　元気ッス！へきなんの日におはなし会をします。
とき　７月29日㈯　16時～16時30分
対象　幼児・小学生
●おはなし会＋（プラス）
①いろいろな色のおはなし会
②ちょっぴりふしぎなおはなし会
とき　①８月９日㈬②23日㈬　10時30分～
内容　①パネル「どんな花火」、おたのしみ「野菜
スタンプでオリジナル絵葉書をつくろう」ほか②パ
ネル「ふしぎなカード」、おたのしみ「変身カード
をつくろう」ほか
対象　幼児・小学生
●雑誌の付録お楽しみ抽せん会
　資料を借りた人はくじを引き、当たった人に雑誌
の付録を無料で配布します。ポーチやエコバックな
どがあります。
とき　８月19日㈯　９時～（なくなり次第終了）

南部分館
●「ドキドキわくわく！夏のおたのしみ本セット」
　の貸出
　夏にぴったりなおすすめの本を、中身がわからな
いようにして貸し出します。30セット限定でなくな
り次第終了です。
とき　７月22日㈯　９時～
対象　小学生以下
●「くるくるプロペラ」をつくろう
とき　７月27日㈭　10時～12時
対象　幼児・小学生
※幼児は保護者の同伴が必要です。
定員　20人（先着順）
申込み　７月８日㈯９時より南部分館
※電話は10時より受け付けます。
●こわいかな？こわくない？おばけのおはなし会
とき　８月５日㈯　10時～
対象　小学生以下

夏休みは図書館へ行こう 問合せ　図書館本館　☎(41)0894
　　　　中部分館　　☎(41)1980
　　　　南部分館　　☎(42)8211
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平
成
26
年
５
月
28
日
に
創
刊
さ
れ
た
主

婦
向
け
雑
誌
﹁
ａ
ｅ
ｎ
ｅ
﹂
（
学
研
パ
ブ

リ
ッ
シ
ン
グ
発
行
の
20
代
後
半
か
ら
30
代

前
半
の
モ
ノ
選
び
に
厳
し
い
目
を
持
つ
ア

ラ
サ
ー
マ
マ
向
け
の
月
刊
誌
）
が
行
っ
た

﹁
全
国
主
婦
の
幸
せ
度
調
査
﹂
に
よ
り
導

き
出
さ
れ
た
﹁
主
婦
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

街
﹂
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
碧
南
市
は

全
国
21
位
、
東
海
地
区
（
愛
知
県
、
三
重

県
、
岐
阜
県
）
で
第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
﹁
日
本
老
年
学
的
評
価
研
究
﹂
と

い
う
こ
と
で
、
羽
田
明
千
葉
大
学
大
学
院

医
学
研
究
院
環
境
医
学
講
座
公
衆
衛
生
学

教
授
な
ど
、
大
学
教
授
を
中
心
と
す
る
皆

さ
ん
が
平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
２

日
に
か
け
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
北
は
北
海

道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
25
保
険
者
30
自
治

体
、
19
万
５
千
300
人
に
調
査
票
を
送
付
し
、

13
万
８
千
300
人
か
ら
回
答
（
回
収
率
71
％
）

を
得
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
碧
南
市
は
認

知
症
に
な
り
に
く
い
市
町
村
と
い
う
こ
と

で
、
全
国
24
市
町
村
中
第
３
位
で
あ
る
と

の
研
究
結
果
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
富
士
通
研
究
所
が
客
観
的

で
公
平
と
考
え
ら
れ
る
政
府
統
計
な
ど
千

200
項
目
以
上
の
公
開
デ
ー
タ
か
ら
、
環
境
、

社
会
、
経
済
の
視
点
で
48
項
目
の
指
標
を

作
成
し
て
得
た
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
碧

南
市
は
総
合
評
価
で
は
全
国
千
742
市
町
村

中
57
位
、
上
位
３
．
３
％
内
で
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

内
訳
と
し
て
は
、
財
政
35
位
、
地
域
内

総
生
産
46
位
、
雇
用
118
位
、
健
康
156
位
、

農
地
管
理
150
位
、
平
均
寿
命
949
位
、
交
通

安
全
998
位
、
防
犯
千
402
位
、
省
資
源
千
404

位
、
低
炭
素
千
533
位
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を

全
て
総
合
し
て
57
位
と
の
こ
と
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
調
査
機
関
が
、
い
ろ
い
ろ

な
切
り
口
か
ら
様
々
な
自
治
体
ラ
ン
キ
ン

グ
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
何
を
対
象
と
す

る
ラ
ン
キ
ン
グ
か
に
よ
る
の
で
、
碧
南
市

は
ど
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
上
位
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う

な
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
そ
れ
な
り
の
根
拠
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
な

か
で
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
。

﹁
世
界
に
誇
る
碧
南
市
﹂
は
近
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

富
士
通
研
究
所
よ
る

総
合
評
価
で
は
碧
南
市
は

全
国
千
742
市
町
村
中
57
位

C
・
S
コ
ラ
ム

　平成29年第１回衣浦東部広域連合議会臨時会が、
５月29日に広域連合議場（刈谷市役所）で開催され
ました。今議会は碧南市、安城市および高浜市選出
議員の辞職により３市議会において後任の広域連合
議会議員が選出されたことに伴うものです。
　議会では正副議長の選挙が行われ、議長に北川広
人議員が、副議長に中嶋祥元議員が選出されました。
引き続き、監査委員（議会選出）の人事案件が同意
されました。
　また、衣浦東部広域連合個人情報保護条例の一部
を改正する条例および衣浦東部広域連合職員の育児
休業などに関する条例の一部を改正する条例の制定
ならびに災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車およ
び災害対応特殊屈折はしご付消防ポンプ自動車更新
に伴う財産の取得の４議案が可決されました。

●碧南市、安城市、高浜市より今回選出の衣浦東部
広域連合議会議員（議席番号順、敬称略）
碧南市選出　磯貝明彦、鈴木清貴、新美交陽
安城市選出　松本佳栄、石川博雄、辻山秀文、今原
康徳、大屋明仁
高浜市選出　柳沢英希、北川広人

●正副議長

●同意された人事
監査委員（議選）　水野浩（知立市）

問合せ　衣浦東部広域連合事務局総務課
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎(63)0131

衣浦東部広域
連合ニュース

議長　北川広人（高浜市） 副議長　中嶋祥元（刈谷市）
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①
保
育
士

募
集
人
員　

15
人
程
度

勤
務
開
始
日　

平
成
30
年
４
月

１
日
㈰

試
験
日　

１
次　

７
月
30
日
㈰
、

２
次　

８
月
26
日
㈯

②
介
護
福
祉
士

募
集
人
員　

１
人
程
度

勤
務
開
始
日　

10
月
１
日
㈰

試
験
日　

７
月
30
日
㈰

①
②
と
も

申
込
み　

６
月
30
日
㈮
～
７
月

20
日
㈭
に
所
定
の
申
込
書
と
履

歴
書
を
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

（46）
３
７
０
２
）

※
詳
細
は
募
集
要
項
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
は
社

会
福
祉
協
議
会
で
配
布
す
る
ほ

か
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

業
務
内
容　

総
合
案
内
・
体
験

農
園
の
受
付
、
イ
ベ
ン
ト
の
準

備
お
よ
び
実
施

応
募
資
格　

大
学
・
専
門
学
校

生募
集
人
員　

２
人

勤
務
開
始
日　

８
月
５
日
㈯

勤
務　

土
・
日
曜
日
、
祝
日　

９
時
～
17
時

申
込
み　

７
月
23
日
㈰
（
必
着
）

ま
で
に
市
販
の
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
を
あ
お
い
パ
ー
ク
（
☎

（43）
０
５
１
１
）

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。

申
込
み　

９
月
20
日
㈬
ま
で
に

放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
２

（831）
１
７
７
１
）

※
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
申
込
み
で
き
ま
す
。

①
一
般
曹
候
補
生

受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
人

試
験　

１
次　

９
月
16
日
㈯
～

18
日
㈪
、
２
次　

10
月
５
日
㈭

～
11
日
㈬
の
う
ち
指
定
さ
れ
た

１
日

②
自
衛
官
候
補
生

受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
人

試
験　

受
付
時
に
連
絡

③
海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学

生

受
験
資
格　

高
卒
（
見
込
み
を

含
む
）
で
21
歳
未
満
の
人
（
海

上
は
、
23
歳
未
満
の
人
）

試
験　

１
次　

９
月
18
日
㈪
、

２
次　

10
月
17
日
㈫
～
22
日
㈰
、

３
次　

11
月
18
日
㈯
～
12
月
21

日
㈭

①
～
③
と
も

申
込
み　

９
月
８
日
㈮
（
②
は

年
間
を
通
じ
て
）
ま
で
に
自
衛

隊
安
城
地
域
事
務
所
（
☎
（74）
６

８
９
４
）

　

運
転
席
か
ら
の
見
落
と
し
を

防
ぐ
た
め
、
バ
ス
が
到
着
す
る

時
刻
近
く
に
は
バ
ス
停
の
側そ

ば

で

お
待
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
暴

風
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、

運
行
を
中
止
し
ま
す
。

　

お
出
か
け
の
際
は
、
気
象
情

報
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

商
工
課
商
工
観
光
係

　

質
量
計
（
は
か
り
、
お
も
り

な
ど
）
を
取
引
・
証
明
に
使
う

場
合
、
定
期
的
に
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
計
量
士
が
定
期

検
査
日
以
前
１
年
以
内
に
行
っ

た
検
査
で
、
県
知
事
に
そ
の
旨

を
届
け
出
た
計
量
器
は
、
定
期

検
査
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

廃
業
や
事
業
転
換
、
代
検
査
な

ど
に
よ
り
定
期
検
査
が
不
要
の

人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
き　

①
７
月
３
日
㈪
②
４
日

㈫
③
５
日
㈬
④
７
日
㈮　

10
時

～
12
時
、
13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

①
市
役
所
②
大
浜
公

民
館
③
新
川
公
民
館
④
棚
尾
公

民
館

料
金　

１
台
500
円
～
３
千
円
程

度
（
お
も
り
は
１
個
10
円
）

※
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

持
ち
物　

は
か
り
、
お
も
り
、

検
査
料
金
、
通
知
書

問
合
せ　

商
工
課
商
工
観
光
係

社
会
福
祉
協
議
会
正
規
職
員

自
衛
官

質
量
計
の
定
期
検
査

く
る
く
る
バ
ス

利
用
時
の
お
願
い

放
送
大
学

10
月
生

く
ら
し
の

情
報

募
集

生
活

あ
お
い
パ
ー
ク

学
生
ア
ル
バ
イ
ト

広
報 2017.7.1 14



市役所　☎（41）3311　http://www.city.hekinan.aichi.jp/

夏の日に　家族で楽しい　バーベキュー� 「第３日曜日は家庭の日」市青少年育成市民会議

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
が

よ
り
豊
か
な
生
活
を
過
ご
せ
る

よ
う
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
す

る
任
意
加
入
の
公
的
な
年
金
制

度
で
す
。
農
業
に
従
事
す
る
人

は
広
く
加
入
で
き
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
人
に
は
、
保
険
料

の
国
庫
助
成
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
は
全
額
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、

受
給
す
る
年
金
に
つ
い
て
も
、

公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

問
合
せ　

農
業
水
産
課
内
農
業

委
員
会
事
務
局

　

農
地
転
用
と
は
、
農
地
を
宅

地
や
駐
車
場
、
資
材
置
場
な
ど

の
農
地
以
外
の
用
途
に
転
換
す

る
こ
と
で
、
転
用
の
と
き
に
は

許
可
ま
た
は
届
出
が
必
要
で
す
。

　

無
断
で
転
用
す
る
と
、
罰
金

な
ど
の
厳
し
い
措
置
が
と
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

転
用
を
計
画
し
て
い
る
人
は
、

あ
ら
か
じ
め
農
業
委
員
会
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

農
業
水
産
課
内
農
業

委
員
会
事
務
局

　

こ
れ
か
ら
夏
に
向
か
っ
て
海

や
山
な
ど
、
遠
出
す
る
機
会
が

増
え
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
外
で
遊
ぶ
子
ど
も

や
早
朝
、
夜
間
に
外
出
す
る
高

齢
者
も
増
え
、
交
通
事
故
発
生

の
割
合
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
ス
ピ
ー
ド
を

控
え
、
安
全
運
転
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

歩
行
者
は
早
朝
や
、
夕
方
か

ら
夜
間
に
か
け
て
外
出
す
る
と

き
に
は
明
る
い
服
装
、
反
射
材

を
利
用
す
る
な
ど
し
て
身
の
安

全
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
次
の
項
目
に
重
点
を

置
き
、
交
通
安
全
運
動
を
実
施

し
ま
す
。

重
点
項
目

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

　

故
防
止

・
歩
行
者
・
自
転
車
の
交
通
事

　

故
防
止

・
交
差
点
事
故
の
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ

　

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　

の
正
し
い
着
用
を
徹
底

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ　

地
域
協
働
課
交
通
防

犯
係

　

日
曜
日
に
ご
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

と
き　

７
月
16
日
㈰　

８
時
30

分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

衣
浦

※
ご
み
の
種
類
に
よ
り
受
付
窓

口
が
違
い
ま
す
の
で
、
分
け
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

お
願
い

　

ご
み
特
別
搬
入
日
は
平
日
に

忙
し
く
、
ご
み
が
排
出
で
き
な

い
人
の
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
で
き
る
限
り
地
区
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
排
出
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課
ご
み
減
量
係

　

手
話
に
よ
る
会
話
力
を
身
に

つ
け
、
手
話
通
訳
者
を
目
指
し

ま
せ
ん
か
。

と
き　

９
月
～
平
成
30
年
２
月

の
毎
週
水
曜
日　

19
時
～
21
時

（
全
20
回
）

と
こ
ろ　

高
浜
市
い
き
い
き
広

場内
容　

県
手
話
通
訳
者
養
成
講

習
会
を
受
講
す
る
た
め
に
必
要

な
力
を
身
に
つ
け
る
講
座
（
主

に
手
話
に
よ
る
会
話
力
の
講
座
）

対
象　

市
内
在
住
で
過
去
に
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
基
礎
課

程
）
を
受
講
し
た
人

定
員　

10
人
程
度

申
込
み　

８
月
１
日
㈫
17
時
ま

で
に
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を

福
祉
課
社
会
福
祉
係

①
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

と
き　

７
月
15
日
㈯　

９
時
～

12
時

と
こ
ろ　

碧
南
消
防
署

内
容　

小
児
・
乳
児
・
新
生
児

の
心
肺
そ
生
法
、
ひ
き
つ
け
、

の
ど
に
異
物
が
詰
ま
っ
た
と
き

の
処
置
な
ど

②
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

と
き　

７
月
16
日
㈰　

９
時
～

12
時

と
こ
ろ　

安
城
消
防
署

内
容　

心
肺
そ
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
法
、
止
血
法
な
ど

③
実
技
救
命
講
習

と
き　

７
月
23
日
㈰　

９
時
～

11
時

と
こ
ろ　

知
立
消
防
署

内
容　

心
肺
そ
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
法
、
止
血
法
の
実
技

①
～
③
と
も

対
象　

碧
南
市
、
刈
谷
市
、
安

城
市
、
知
立
市
、
高
浜
市
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人

※
③
は
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習

ま
た
は
救
命
入
門
コ
ー
ス
を
受

講
し
た
人
が
対
象
で
す
。

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

７
月
５
日
㈬
９
時
よ

り
①
碧
南
消
防
署
（
☎
（41）
２
６

２
５
）
②
安
城
消
防
署
（
☎
（75）

２
４
９
４
）
③
知
立
消
防
署（
☎

（81）
４
１
４
４
）

　

夏
の
特
別
営
業
期
間
中
は
屋

内
温
水
プ
ー
ル
と
浴
場
を
月
曜

日
も
営
業
し
ま
す
。

　

ま
た
、
期
間
中
の
平
日
の
営

業
時
間
は
10
時
～
21
時
で
す
。

と
き　

７
月
21
日
㈮
～
８
月
31

日
㈭

問
合
せ　

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
衣

浦　
　
　
　
　

☎
（41）
２
６
５
５

７
月
11
日
㈫
～
20
日
㈭
は

夏
の
交
通
安
全
市
民
運
動

農
地
の
無
断
転
用
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

ご
み
特
別
搬
入
受
付

救
命
講
習
会

手
話
講
習
会

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦

夏
の
特
別
営
業
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と
き　

７
月
22
日
㈯
、
８
月
26

日
㈯　

10
時
～
12
時
（
受
付
は

９
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　

県
立
岡
崎
高
等
技
術

専
門
校

内
容　

モ
ノ
づ
く
り
総
合
科
マ

ル
チ
ス
キ
ル
コ
ー
ス
の
案
内
お

よ
び
訓
練
体
験

対
象　

高
校
３
年
生
～
30
歳
以

下定
員　

20
人
（
先
着
順
）

問
合
せ　

県
立
岡
崎
高
等
技
術

専
門
校

　
　

☎
０
５
６
４
（51）
０
７
７
５

　

在
職
者
対
象
訓
練
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

と
き　

８
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

９
時
10
分
～
16
時
30
分
（
全
２

回
、
20
日
㈰
は
15
時
40
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

県
立
岡
崎
高
等
技
術

専
門
校

内
容　

Ａ
Ｒ
Ｍ
マ
イ
コ
ン
基
礎
、

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
回
路
、
Ｃ

言
語
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、

入
出
力
に
関
わ
る
基
本
的
な
演

習対
象　

Ｃ
言
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
基

礎
の
知
識
を
持
つ
人

定
員　

18
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
せ

ん
し
、
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

受
講
料　

２
千
300
円

申
込
み　

７
月
27
日
㈭
ま
で
に

往
復
は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
講
座
名
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

職
業
を
記
入
し
県
立
岡
崎
高
等

技
術
専
門
校
（
〒
444
︲
０
８
０

２　

岡
崎
市
美
合
町
平
端
24
、

okazaki-senm
onko@

pref.a
ich
i.lg
.jp

、
☎
０
５
６
４
（51）
０

７
７
５
）

と
き　

７
月
14
日
㈮　

９
時
30

分
～

と
こ
ろ　

油
个
渕
遊
園
地
、
新

川
公
民
館
、
中
部
公
民
館
、
棚

尾
公
民
館
、
東
部
市
民
プ
ラ
ザ
、

あ
お
い
パ
ー
ク

定
員　

千
200
袋
程
度
（
先
着
順
）

※
１
人
５
袋
ま
で
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ　

公
園
緑
地
課
公
園
緑

地
係

　

野
菜
づ
く
り
、
花
き
栽
培
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
に
関
す
る

相
談
に
教
室
の
先
生
が
応
じ
ま

す
（
１
回
30
分
以
内
）
。

日
程

と
こ
ろ　

あ
お
い
パ
ー
ク

申
込
み　

相
談
し
た
い
現
物
が

あ
れ
ば
持
参
し
あ
お
い
パ
ー
ク

（
☎
（43）
０
５
１
１
）

と
き　

７
月
１
日
㈯
、
15
日
㈯
、

８
月
５
日
㈯
、
19
日
㈯
、
９
月

２
日
㈯
、
16
日
㈯　

13
時
～
15

時

と
こ
ろ　

東
部
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

お
も
ち
ゃ
の
修
理

問
合
せ　

東
部
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
（93）
１
１
９
５

と
き　

毎
週
日
曜
日　

10
時
～

16
時

と
こ
ろ　

東
部
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象　

幼
児
～
高
校
生

※
幼
児
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。

問
合
せ　

東
部
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
（93）
１
１
９
５

　

音
や
楽
器
に
触
れ
た
り
、
体

を
動
か
し
た
り
し
て
遊
び
ま
し

ょ
う
。

と
き　

７
月
23
日
㈰　

10
時
30

分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

へ
き
な
ん
福
祉
セ
ン

タ
ー
あ
い
く
る

講
師　

山
内
由
布
子
氏

対
象　

発
達
の
気
に
な
る
２
歳

～
小
学
生
の
子
と
保
護
者

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

申
込
み　

７
月
７
日
㈮
10
時
よ

り
こ
こ
る
っ
く
し
ん
か
わ
（
☎

（42）
５
５
６
９
）

　

西
端
お
や
じ
の
会
の
皆
さ
ん

と
流
し
そ
う
め
ん
を
楽
し
も
う
。

と
き　

７
月
23
日
㈰　

16
時
～

※
な
く
な
り
次
第
終
了
で
す
。

と
こ
ろ　

ら
ら
く
る
に
し
ば
た

対
象　

18
歳
未
満
の
子
と
保
護

者問
合
せ　

ら
ら
く
る
に
し
ば
た

　
　
　
　
　
　

☎
（43）
３
４
３
４

県
立
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

県
立
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校

見
学
会

油
ヶ
渕
遊
園
地

花
し
ょ
う
ぶ
株
無
料
配
布

東
部
児
童
セ
ン
タ
ー

お
も
ち
ゃ
病
院

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

卓
球
で
遊
ぼ
う

とき 内容

７月１日㈯ ハーブ・庭づくり

　　８日㈯ 野菜づくり、コン
テナガーデン

　　15日㈯ 果樹栽培

　　22日㈯ バラ栽培

　　29日㈯ 花き栽培

※時間は10時～12時です。

あ
お
い
パ
ー
ク

無
料
園
芸
相
談
会

こ
こ
る
っ
く
し
ん
か
わ

発
達
支
援
　
音
楽
療
法

ら
ら
く
る
に
し
ば
た

涼
み
会
～
夏
を
食
す

催
し
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囲
碁
の
基
礎
を
習
い
ま
し
ょ

う
。
九
路
盤
か
ら
始
め
ま
す
。

と
き　

７
月
25
日
㈫
、
８
月
１

日
㈫
、
８
日
㈫
、
22
日
㈫
、
29

日
㈫
（
全
５
回
）　

９
時
30
分

～
11
時

と
こ
ろ　

大
浜
公
民
館

対
象　

初
心
者
の
小
学
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

100
円

申
込
み　

７
月
８
日
㈯
８
時
30

分
よ
り
参
加
費
を
添
え
て
大
浜

公
民
館
（
☎
（42）
１
１
８
２
）

と
き　

７
月
27
日
㈭　

９
時
～

13
時

と
こ
ろ　

安
城
市
文
化
セ
ン
タ

ー※
集
合
は
ら
ら
く
る
に
し
ば
た

で
す
。

内
容　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
﹁
夏

の
星
座
を
見
て
み
よ
う
﹂

対
象　

小
学
生

定
員　

20
人
（
申
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
せ
ん
）

参
加
費　

100
円

申
込
み　

７
月
８
日
㈯
９
時
30

分
～
９
時
45
分
に
参
加
費
を
添

え
て
ら
ら
く
る
に
し
ば
た
（
☎

（43）
３
４
３
４
）

　

発
明
ク
ラ
ブ
で
創
意
く
ふ
う

作
品
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
き　

７
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
、

８
月
１
日
㈫
～
４
日
㈮
、
16
日

㈬
～
20
日
㈰　

９
時
～
12
時
、

13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

も
の
づ
く
り
セ
ン
タ

ー対
象　

小
中
学
生

※
小
学
１
・
２
年
生
は
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

７
月
11
日
㈫
よ
り
直

接
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
内
発

明
ク
ラ
ブ
（
☎
（43）
５
０
３
１
）

　

級
位
認
定
試
験
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
よ
う
。
名
人
か
ら
教
わ
る

と
ぐ
ん
ぐ
ん
上
達
す
る
よ
。

と
き　

７
月
30
日
㈰　

10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　

ら
ら
く
る
に
し
ば
た

申
込
み　

７
月
15
日
㈯
９
時
30

分
よ
り
ら
ら
く
る
に
し
ば
た（
☎

（43）
３
４
３
４
）

　

ス
ナ
メ
リ
に
会
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

と
き　

８
月
６
日
㈰　

８
時
～

（
少
雨
決
行
）

と
こ
ろ　

新
川
港
～
海
底
ト
ン

ネ
ル
～
防
潮
堤
沖

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
保

護
者
と
小
学
１
年
生
以
上
の
子

定
員　

50
人
程
度
（
先
着
順
）

※
ヨ
ッ
ト
の
手
配
状
況
で
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み　

７
月
４
日
㈫
～
14
日

㈮
ま
で
に
臨
海
体
育
館
内
ス
ポ

ー
ツ
課
（
☎
（48）
５
３
１
１
）

夏
休
み
こ
ど
も
囲
碁
教
室

ら
ら
く
る
に
し
ば
た

バ
ス
で
お
出
か
け
し
よ
う

ら
ら
く
る
に
し
ば
た

け
ん
玉
名
人
が
や
っ
て
く
る

発
明
ク
ラ
ブ

夏
休
み
ア
イ
デ
ア
工
作
教
室

大
型
ヨ
ッ
ト
体
験
乗
船

参
加
者
募
集

クリーンセンター衣浦
からのお願い

問合せ　衣浦衛生組合　☎(41)3479

　粗大ごみ（家具など）をクリーンセンター衣浦へ
持ち込む際は、火災の原因となるマッチやライター
などの発火物を、粗大ごみに混入させないようご注
意ください。
　火災の原因となる物を搬入する場合は、別々に分
けて搬入し、係員の指示に従ってください。
　皆さんの適正な分別および搬入のご協力をお願い
します。
●火災の原因となる混入物
　マッチ、ライター、花火、充電池、スプレー缶や
カセットボンベ、中身が入ったままの廃オイル缶や
化粧品のビン（除光液）など
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と
き　

８
月
６
日
㈰　

９
時
10

分
～

と
こ
ろ　

南
部
市
民
プ
ラ
ザ

種
目　

混
成
の
部
（
男
子
２
人
、

女
子
２
人
ま
た
は
男
子
１
人
、

女
子
３
人
）　

①
一
般
②
シ
ニ

ア
（
45
歳
以
上
）
、
女
子
の
部

（
女
子
４
人
）
①
一
般
②
シ
ニ

ア
（
45
歳
以
上
）

対
象　

18
歳
以
上
の
人
が
２
人

以
上
い
る
チ
ー
ム

※
選
手
登
録
は
８
人
ま
で
で
監

督
１
人
（
選
手
兼
監
督
も
可
）

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
試
合
は

常
に
18
歳
以
上
の
人
が
２
人
以

上
出
場
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

１
チ
ー
ム
千
円
（
市

外
の
人
が
１
人
以
上
い
る
場
合

は
２
千
円
）

※
当
日
集
め
ま
す
。

申
込
み　

７
月
14
日
㈮
ま
で
に

臨
海
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎

（48）
５
３
１
１
）

と
き　

８
月
６
日
㈰　

９
時
～

と
こ
ろ　

臨
海
体
育
館

種
目　

①
男
子
団
体
②
女
子
団

体
③
男
子
個
人
一
般
④
男
子
個

人
シ
ニ
ア
⑤
女
子
個
人
一
般
⑥

女
子
個
人
シ
ニ
ア

対
象　

西
三
河
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人

※
西
三
河
の
ク
ラ
ブ
に
所
属
す

る
人
も
出
場
で
き
ま
す
。

参
加
費　

①
②
千
500
円
③
～
⑥

各
500
円

※
参
加
費
は
振
込
み
で
す
。

申
込
み　

７
月
16
日
㈰
ま
で
に

臨
海
体
育
館
に
備
付
け
の
申
込

書
を
臨
海
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ

課
（
☎
（48）
５
３
１
１
）

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝

を
込
め
て
、
夏
ま
つ
り
を
実
施

し
ま
す
。

　

フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
、
碧
南
焼
き
そ
ば
、

高
浜
と
り
め
し
な
ど
の
販
売
も

あ
り
ま
す
。

と
き　

７
月
９
日
㈰　

12
時
～

18
時
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
衣

浦内
容　

○
×
ク
イ
ズ　

14
時
～
、

16
時
～
（
各
20
人
）
、
ビ
ン
ゴ

大
会　

15
時
～
、
17
時
～
（
各

先
着
30
人
）

※
当
日
施
設
を
利
用
し
た
人
は
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
す
く
い
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ボ
ー
リ
ン
グ
、
輪
投
げ
の
な
か

か
ら
１
つ
選
べ
ま
す
（
先
着
400

人
）
。

問
合
せ　

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
衣

浦　
　
　
　
　

☎
（41）
２
６
５
５

と
き　

①
７
月
27
日
㈭　

②
31

日
㈪　

10
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ　

へ
き
な
ん
福
祉
セ
ン

タ
ー
あ
い
く
る

講
師　

鈴
木
由
記
氏

内
容　

①
お
皿
作
り
②
ペ
ン
ス

タ
ン
ド
作
り

対
象　

①
市
内
の
小
学
１
～
３

年
生
②
市
内
の
小
学
１
～
６
年

生定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

500
円

申
込
み　

７
月
15
日
㈯
９
時
30

分
よ
り
参
加
費
を
添
え
て
直
接

こ
こ
る
っ
く
し
ん
か
わ
（
☎
（42）

５
５
６
９
）

①
ヒ
ー
リ
ン
グ
ボ
デ
ィ
ー
ワ
ー

ク
と
小
さ
な
お
茶
会

　

ソ
フ
ト
な
ス
ト
レ
ッ
チ
で
心

身
の
疲
れ
を
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

７
月
31
日
㈪　

10
時
～

11
時
30
分

講
師　

ユ
リ
ア
氏

②
手
し
ご
と
ク
ラ
ブ
と
小
さ
な

お
茶
会

　

ア
ロ
マ
を
使
っ
た
ハ
ッ
ピ
ー

フ
ッ
ト
ケ
ア
で
心
も
身
体
も
軽

や
か
に
な
ろ
う
。

と
き　

８
月
７
日
㈪　

10
時
～

11
時
30
分

講
師　

原
田
里
香
氏

①
②
と
も

と
こ
ろ　

へ
き
な
ん
保
育
園

対
象　

就
園
前
の
子
の
保
護
者

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

500
円

申
込
み　

①
７
月
11
日
㈫
②
13

日
㈭
９
時
よ
り
電
話
で
へ
き
な

ん
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

（41）
７
３
９
４
）

※
希
望
者
は
託
児
を
し
ま
す
。

申
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

　

着
な
く
な
っ
た
着
物
で
ロ
ン

グ
ブ
ラ
ウ
ス
を
作
り
ま
す
。

と
き　

８
月
22
日
㈫
、
９
月
５

日
㈫
、
26
日
㈫
、
10
月
３
日
㈫
、

17
日
㈫　

10
時
15
分
～
12
時
15

分
（
全
５
回
）

と
こ
ろ　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

講
師　

山
本
い
つ
子
氏

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員　

18
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

７
月
11
日
㈫
～
８
月

13
日
㈰
に
直
接
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
（
☎
（53）
５
３
７
９
）

※
電
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

中
日
杯
争
奪

西
三
河
優
勝
卓
球
大
会

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦

夏
ま
つ
り

秋
季
市
民

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

衣
類
の
リ
フ
ォ
ー
ム
講
座

こ
こ
る
っ
く
し
ん
か
わ

夏
休
み
陶
芸
教
室

へ
き
な
ん
保
育
園

地
域
子
育
て
支
援
事
業
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暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
食

べ
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

か
。
市
健
康
づ
く
り
食
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
員
が
楽
し
く
学
べ
る

食
育
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
開
き

ま
す
。
親
子
や
友
だ
ち
と
一
緒

に
作
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

と
き　

７
月
25
日
㈫　

９
時
30

分
～
12
時

と
こ
ろ　

あ
お
い
パ
ー
ク

内
容　

食
に
つ
い
て
楽
し
く
学

ぼ
う
、
豆
つ
か
み
ゲ
ー
ム
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
、
手
作
り
ナ

ン
、
タ
ン
ド
リ
ー
チ
キ
ン
、
夏

野
菜
サ
ラ
ダ
、
じ
ゃ
が
い
も
の

冷
製
ス
ー
プ
、
人
参
寒
天
も
作

っ
て
食
べ
よ
う

対
象　

小
学
生
と
保
護
者

※
高
学
年
の
子
は
１
人
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

300
円

※
教
室
時
に
集
め
ま
す
。

申
込
み　

７
月
５
日
㈬
よ
り
保

健
セ
ン
タ
ー
（
☎
（48）
３
７
５
１
）

　

７
月
は
﹁
愛
の
血
液
助
け
合

い
運
動
﹂
推
進
月
間
で
す
。

　

安
全
な
血
液
製
剤
を
安
定
し

て
供
給
し
て
い
く
た
め
、
皆
さ

ん
の
善
意
の
献
血
が
必
要
で
す
。

大
切
な
生
命
を
守
る
た
め
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
（48）
３
７
５
１

　

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

受
講
で
き
ま
す
。

と
き　

７
月
25
日
㈫　

13
時
30

分
～

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
会
議
室

４
・
５

講
師　

山
路
和
孝
氏
（
市
医
師

会
）

演
題　

知
っ
て
お
き
た
い
小
児

科
の
話

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
（48）
３
７
５
１

と
き　

８
月
３
日
㈭　

14
時
～

16
時

と
こ
ろ　

安
城
更
生
病
院

講
師　

杉
浦
真
氏
（
安
城
更
生

病
院
神
経
内
科
在
宅
診
療
部
長
）

内
容　

①
講
話
﹁
神
経
難
病
と

の
付
き
合
い
方
﹂
②
医
療
相
談

対
象　

神
経
系
難
病
患
者
と
家

族
お
よ
び
支
援
に
関
わ
る
医
療

介
護
関
係
者

定
員　

②
５
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

７
月
28
日
㈮
ま
で
に

衣
浦
東
部
保
健
所
健
康
支
援
課

地
域
保
健
グ
ル
ー
プ
（
☎
（21）
９

３
３
８
）

健
康

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

市
民
健
康
教
育
講
座

夏
休
み
親
子
食
育

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

介護保険制度が
８月から一部改正されます

地元で就職
西尾・碧南合同企業説明会

　　　　　　　　　問合せ　高齢介護課介護保険係
高額介護サービス費の自己負担限度額の一部変更
　同じ月に利用した介護保険サービスの利用者負担
が高額になり、自己負担限度額を超えたとき、申請
により超えた分を高額介護サービス費として給付し
ます。
　この限度額について、市区町村民税課税世帯の人
は、月額37,200円から44,400円に引き上げられます。
そのほかの人については変更ありません。
※自己負担割合が１割負担の人のみの世帯は、８月
から３年間、年間上限額が446,400円となります。

　地元碧南市、西尾市の優良企業を集めて合同企業
説明会を開催します。
　会場では企業毎にブースが設けられ、企業の人事
担当者と直接話しができます。
とき　８月４日㈮　10時～
15時
ところ　商工会議所
対象　大学・短大・専門学
校生（平成30年春卒業また
は卒業後３年以内）および
おおむね45歳未満の求職者
問合せ　商工課商工観光係

神
経
系
難
病
患
者
・

家
族
教
室
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　打ち水は夏の暑さをしのぐために地面に水をまき、

その水が蒸発することで地表面の熱が奪われ、周囲

の気温を下げる効果があります。場所によりますが、

１㎡に１リットルの水をまくと、外気温が２℃ほど

下がると言われています。

　地球温暖化が進んでいる今、冷房を使わずに夏を

快適に過ごすために打ち水をしてみませんか。水道

水は使わずに、お風呂の残り湯などを有効に使いま

しょう。

打ち水隊大募集

　雨水を利用して、元気ッス！へきなんで一緒に打

ち水をしませんか。当日アナウンスで呼びかけます

ので、是非ご参加ください。

とき　７月29日㈯　15時30分～15時45分

ところ　市役所前道路およびその周辺

　　　　　　　　　　　問合せ　環境課環境保全係

地球を冷やそう打ち水大作戦

薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」 ７月の第４水曜日は

三河湾浄化の日
　第４日曜日は

　油ヶ淵浄化デー

覚せい剤、麻薬、危険ドラッグなどの乱用をなくそう
　薬物乱用の恐ろしさは、何度でも繰り返し摂取し
たくなる性質、つまり「依存性」を持っていること
です。
覚せい剤などの薬物追放にご協力を
　覚せい剤は、興味本位から気軽に手を出したり、
やせる薬などとだまして勧められたり、Ｓ（エス・
スピード）などと何か格好良いもののように錯覚し
て手を出したりして、特に若者のあいだに汚染が広
がっています。
　覚せい剤などの薬物を社会から追放するためには、
あなた自身が甘い誘いにのらないことはもちろん、
あなたの周りで覚せい剤などの薬物を扱っている人
を見たり聞いたりしたときは、警察本部や最寄りの
警察署、交番、駐在所までご連絡ください。
問合せ　碧南警察署　☎(46)0110

　三河湾も油ヶ淵も閉鎖性水域で、汚染物質がたい

積しやすく、家庭からの生活排水が主な原因で汚濁

が進んでいます。河川や三河湾の水質をきれいな状

態に保つためには、各家庭から調理くずや食べ物の

残りは流さないよう水切りネットを使用することや、

不要な食品油は流さず、資源として持ち込むか、固

めたり紙にしみ込ませたりして燃やすごみとして出

すなど毎日の暮らしのなかで努めることが必要です。

【三河湾浄化の日】

　三河湾流域の市町村などで構成する「豊かな海“三

河湾”環境再生推進協議会」では、多くの人に浄化

意識を高めてもらえるように、海に親しむ機会が多

い毎年７月の第４水曜日を「三河湾浄化の日」、そ

の日から一週間を「三河湾浄化週間」と定め、生活

排水対策の呼びかけなどの活動を行っています。

とき　７月26日㈬　９時～

ところ　あおいパーク

内容　生活排水グッズの配

布（なくなり次第終了）

【油ヶ淵浄化デー】

　ウォーキングをしながら油ヶ淵の清掃活動に参加

しませんか。私たち１人ひとりが日ごろの生活のな

かで川や湖を汚さないように心がけ、かつての美し

い油ヶ淵を取り戻しましょう。

とき　７月23日㈰　①６

時30分～②７時～

ところ　①荒子神明社、

市民病院東駐車場②油ヶ

渕遊園地如光堂、東町内

会館

※参加者にごみ袋、飲み

物、生活排水対策グッズ

を用意します。

問合せ　環境課環境保全係
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衣浦みなとまつり花火大会

　セイルドリル（繰帆訓練）や船内の一般公開が行
われます。
とき　入港　８月４日㈮　10時、出港　８日㈫　10
時
※日没から22時まで、ライトアップを行います。
ところ　衣浦港亀崎ふ頭
問合せ　半田市都市計画課

提供　海技教育機構

①海上には航泊禁止区域が設定されます。警戒船の
　指示には必ず従ってください。
②立入禁止区域には危険ですから入らないでくださ
　い。また、会場周辺では交通規制が行われますの
　で係員の指示に従ってください。
③プレジャーボートやヨット、漁船などから観覧す
　る人は、船舶検査、船舶操縦士免許、救命胴衣な
　どの規則を遵守し、飲酒や無謀運転のないように
　してください。
④空き缶や紙くずなどごみは必ず持ち帰ってくださ
　い。
⑤花火大会における無人飛行機（ドローン）の持込
　みや操縦、飛行などを禁止します。

衣浦みなとまつり海王丸招へい

観覧には次のことに注意してください

玉津浦
グラウンド

臨海公園グラウンド

花火打上げ
場所衣浦海底トンネル

衣浦海底トンネル

N

P

P

P
碧南消防署碧南消防署

立入禁止区域

車両通行止め

車両通行止め
（許可車両は通行可）

とき　７月22日㈯　19時30分～20時30分
※小雨は決行します。荒天などの場合は、23日㈰に
順延します。
ところ　衣浦港中央ふ頭（衣浦海底トンネル北）海
上
駐車場　玉津浦グラウンド、臨海公園、海浜水族館
の各駐車場
内容　打上花火およびスターマイン（1,420玉）
問合せ　半田市都市計画課　☎0569(84)0664
※花火大会当日の開催状況は☎0180-995-900（音声
案内）へお問い合わせください。

花火大会会場平面図

半田市制80周年・衣浦港重要港湾指定60周年記念事業
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国民年金保険料免除制度
　　　　　　　　　　　問合せ　国保年金課年金係
　７月より平成29年度分（７月～30年６月）の国民
年金保険料の免除申請ができます。前年中の所得が
少ないなど、保険料納付が困難な人は、申請により
定額保険料が免除される場合があります。
　前回申請時に継続申請を希望した人は申請の必要
はありませんが、被保険者本人、配偶者、世帯主の
28年中の収入が申告済みであることが必要です。
免除の種類（一定の所得制限あり）　全額免除、４
分の３免除、半額免除、４分の１免除
持ち物　①年金手帳②印鑑③平成27年12月31日以降
に退職した人は、「雇用保険受給資格者証」または
「離職票」（コピー可）④運転免許証など身分確認
ができるもの

障害基礎年金の所得状況届
　平成29年分（８月～30年７月）の支給を決める大
切なものです。20歳前障害などで国民年金の障害基
礎年金を受給している人は日本年金機構から郵送さ
れた現況届を記入し、国保年金課年金係へ郵送で提
出してください。
　ただし、所得状況届、診断書の提出が必要な人は、
直接国保年金課年金係へ提出してください。
とき　７月１日㈯～31日㈪

水族館はおかげさまで35周年

てらまちウォーキング
歩行者天国出店者募集

　海浜水族館・青少年海の科学館は皆さんに愛され、
この７月４日㈫に35周年を迎えます。
　これからも環境教育や自然保護の啓発に取り組み
ながら、皆さんに親しんでいただける施設を目指し
ます。
　　　　　　　　問合せ　海浜水族館　☎(48)3761

　歩行者天国となる道路上で行う「てらまちマーケ
ット」の出店者を募集します。
とき　10月15日㈰　９時30分～13時30分
ところ　藤井達吉現代美術館前～湊橋の歩行者天国
エリア
区画　幅２ｍ×奥行２ｍ
※食品衛生の関係法令は
遵守してください。また、
公序良俗に反する物は販
売できません。
出店料　1,000円／区画
申込み　８月１日㈫まで
に商工課商工観光係
※申込み多数の場合は抽せんです。

　県児童総合センターの遊びのプログラムを体験し
たり、美術館の作品をみて遊びます。
　テーマは３か月共通で、体験できるプログラムは
毎月一部変わります。
　子どもも大人も、美術館で遊びの実験を楽しもう。
とき　７月30日㈰　10時～11時30分、13時～14時30
分
ところ　藤井達吉現代美術館
対象　３歳以上の子どもと保護者
※２年生以上は子どものみでも参加できます。
定員　各25人（先着順）
申込み　７月８日㈯９時30分より氏名、参加人数、
希望回を電話またはメールで藤井達吉現代美術館
（☎48-6602、 museum@city.hekinan.lg.jp）

美術館あそび実験室　びあじ
ネイチャーワンダーランド
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サマースクール❶
夜の水族館探検隊
　実験や生き物タッチゲームを交えながら夜の水族
館を探検します。
とき　①８月１日㈫②18日㈮
16時30分～20時30分
※①②とも内容は同じです。
定員　各25人（申込み多数の
場合は抽せん）
※終了後、保護者のお迎えが
必要です。

サマースクール❷
生きもの調査隊・ザリガニ編
　ザリガニ釣り大会とザリガニの足の秘密を調べま
す。
とき　８月９日㈬　９時～14
時30分
定員　20人（申込み多数の場
合は抽せん）

サマースクール❸
生きもの調査隊・たも採集編
　市内の用水路で生き物を捕まえ、科学館に展示し
ます。
とき　７月26日㈬　９時～15
時
定員　20人（申込み多数の場
合は抽せん）

サマースクール❹
昆虫標本箱を作ろう
　自分で捕まえた昆虫を標本にして、
標本箱を作ります。
とき　７月28日㈮　９時～15時、８
月25日㈮　９時～12時（全２回）
定員　20人（申込み多数の場合は抽
せん）

サマースクール❺
生きもの調査隊・つり採集編
　油ヶ淵で魚を釣り、解剖
して魚の体のつくりや食性
などを調べます。
とき　８月３日㈭　９時～
15時
定員　20人（申込み多数の
場合は抽せん）
❶～❺とも
ところ　青少年海の科学館
対象　❶❷小学３～６年生、❸❹❺小学４～６年生
参加費　各500円
申込み　７月10日㈪（必着）までにあいち電子申請・
届出システムまたは、往復はがきの往信裏面に①希
望講座（希望日）②氏名（ふりがな）③学校名・学
年④電話番号、返信表面に❶郵便番号❷住所❸氏名
を記入し、海浜水族館（〒447-0853　浜町２−３
「海浜水族館行」、☎48-3761）
※１人につき１講座申込むことができます。１グル
ープ３人まで申込みできます。詳しくは海浜水族館
ホームページをご覧ください。

海浜水族館・海の科学館
サマースクール

【記載例】

【個人で申し込む場合】
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とき　７月22日㈯～８月20日㈰
ところ　あおいパーク
問合せ　あおいパーク　☎(43)0511
７月22日㈯
・チャリティーコンサート　９時30分～
７月30日㈰
・ヤーコン茶試飲とホットケーキ試食　９時30分～
（先着150人）
・フラダンスショー　11時～

とき　８月６日㈰　９時30分～13時
ところ　あおいパーク
講師　生田香乃氏
内容　デコ・メロンパン
対象　小学生と保護者
※小学生１人につき保護者１人の参加でお願いしま
す。申込者以外の同伴はできません。
定員　12組（申込み多数の場合は抽せん）
参加費　1,200円

申込み　７月20日㈭（必着）までに往復はがきの往
信はがき裏面に①住所②氏名（子・保護者）③学年
④電話番号、返信はがき表面に①郵便番号②住所③
氏名を記入し、あおいパーク（〒447-0825　江口町３
−15−３「あおいパーク　夏休み親子パン教室係」、
☎43-0511）
　【記載例】

８月５日㈯
・冬瓜カレー試食　10時30分～（先着200人）
８月６日㈰
・スイカ割り　10時～（なくなり次第終了）
・手作り雑貨市　９時～16時
８月５日㈯・６日㈰
・落花生プレゼント
　抽せん券配布　13時30分～14時
　15分、当せん発表　14時30分～
　※抽せん券は総合案内所で配布
　します。
８月11日㈮
・輪なげゲーム　９時30分～（先着50人）
　対象　小学生以下
８月20日㈰
・パフォーマンスショー　10時～
７月22日㈯～８月20日㈰の土・日曜日
・素焼きの鉢へお絵かき　９時～
　　イチゴの絵柄や無地の鉢などに好きな絵を描い
　てマイ鉢を作ってみませんか。
　参加費　100円
・缶バッジ作成体験
　　好きな写真や絵（直径5.5cm）をお持ちください。
　参加費　100円

夏のイベント

夏休み親子パン教室

〒447-0825

碧南市江口町3-15-3
あおいパーク
夏休み親子パン教室係

何も書かないでください

往信

参加者の
　・郵便番号
　・住所
　・氏名（様）

住所
名前（子・保護者）
子の年齢または学年
電話番号

返信
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やろまいペタボード
碧南大会

　ペタボードは、市スポーツ推進委員会推奨のニュ
ースポーツです。専用のスティック（キュー）でプ
ラスチック製のディスクを打ち、床の上でカーリン
グのように点数を競い合います。簡単なルールで、
子どもから大人まで一緒にゲームを楽しめます。家
族や近所の仲間、友だちとご参加ください。

とき　８月27日㈰　８時30分～12時
ところ　臨海体育館
対象　小学生以上の３人で構成するチーム
部門　一般の部　３人全員が中学生以上のチーム、
ファミリーの部　３人のうち１人以上が小学生のチ
ーム
※ファミリーの部は家族でなくても参加できます。
ファミリーの部の申込みが少ない場合は、一般の部
とします。
定員　50チーム（先着順）
参加費　１チーム600円
申込み　８月４日㈮までに申込書に参加費を添えて
臨海体育館内スポーツ課（☎48-5311）
※申込書は市内各公共施設およびスポーツ課ホーム
ページから入手できます。ルールなどの詳細は、市
内７地区のスポーツ推進委員または臨海体育館内ス
ポーツ課にお問い合わせください。

お　　　　　　ど　　　　　　　　ろ　　　　　　　　ま　　　 い

ＯＤＯＲＯＭＡＩ　参加者募集

とき　12月３日㈰　14時～16時30分
※リハーサルを12月２日㈯13時10分から行う予定で
す。
ところ　文化会館

規程
・市内在住・在勤・在学の人
・発表時間は、個人および30人未満の団体は６分以
　内で１回、30人以上の団体は６分以内で２回また
　は12分以内で１回（準備・出入りの時間を含む）
・１人１団体での出演に限る
・発表会の運営・片付けに参加すること
内容　ジャズダンス、モダンダンス、ストリートダ
ンス、ブレイクダンス、クラシックバレエ、フラメ
ンコ、フラダンスなどの洋舞の発表
申込み　８月12日㈯～９月10日㈰９時～17時に申込
書に本番で使用する音源（カセットテープ、ＣＤ、
ＭＤ）を添えて文化会館内生涯学習課（☎42-3511）
※定員は先着順で申込者の発表時間により調整し、
出演順は生涯学習課で決定します。また、音源は返
却しません。
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　（公財）矢作川水源基金にて森林について学ぶバ
スツアーを開催します。
　実際に森に入り、木を切ったり、工作キットでミ
ニいすを作ったりします。
　是非ご参加ください。
とき　８月12日㈯　７時30分～17時30分ごろ
※市役所東側駐車場に７時30分に集合してください。
ところ　築羽農村環境改善センターおよび旭高原元
気村周辺（豊田市）
内容　間伐体験、木工工作
対象　市内在住の小学生と保護者（未就学児の付き
添いは不可）

①特許出前教室＆工作教室
　日本弁理士会東海支部による出前講座です。電子
紙芝居で特許を楽しく学び、工作教室では「光を飛
ばして音を出す装置」
を作ります。
とき　８月１日㈫　
13時30分～16時30分
対象　小学３～６年生
定員　30人（先着順）
②おもしろものづくり教室
「ブロックロボでリンク機構を学ぼう！」
　碧南工業高校電子工学科の先生や生徒によるもの
づくり教室です。ブロックロボを
使って、楽しくリンク機構を学べ
ます。ブロックロボは、小さなブ
ロックを組み合わせて作られたロ
ボットです。発想次第でいろいろ
なロボットが作れます。
とき　８月８日㈫　13時～16時
対象　小学３～６年生
定員　30人（先着順）

③おもしろものづくり教室
「おもしろ科学実験」
　碧南工業高校環境工学科の先生や生徒によるもの
づくり教室です。
　人工イクラ、スライムをつ
くり、また、液体窒素でマイ
ナス196度の不思議な世界を体
験します。
とき　８月18日㈮　９時～12
時
対象　小学３～６年生
定員　25人（先着順）
④おもしろものづくり教室
「ミニ四駆を作ってコースを走らせよう」
　碧南工業高校機械科の先生や生徒によるものづく
り教室です。手のひらサイズのミニ四駆を製作して
コース走行をします。
とき　８月23日㈬　９時～12
時
対象　小学４～６年生
定員　35人（先着順）
各教室とも
ところ　ものづくりセンター
参加費　300円
申込み　７月９日㈰９時より参加費を添えてものづ
くりセンター（☎43-5031）

定員　30人（申込み多数の場合は抽せん）
申込み　７月14日㈮17時（必着）までに参加者全員
の①住所②氏名（フリガナ）③性別④生年月日⑤電
話番号（自宅および携帯電話）を電話、ＦＡＸまた
はＥメールで経営企画課政策推進係（ＦＡＸ48-007
7、 keieika@city.hekinan.lg.jp）

親子で行く
森林体験バスツアー

ものづくりセンター
夏休み子ども工作教室
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事
務
局

　
　

☎
０
５
６
５
（34）
６
６
４
２

岡
崎
城
下
家
康
公
夏
ま
つ
り

●
夏
ま
つ
り

と
き　

７
月
30
日
㈰
、
８
月
２

日
㈬
～
６
日
㈰

と
こ
ろ　

岡
崎
公
園
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
岡
崎
、
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｓ

Ａ
岡
崎
、
額
田
わ
ん
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

な
ど

※
詳
し
く
は
観
光
サ
イ
ト
﹁
岡

崎
お
で
か
け
ナ
ビ
﹂
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

内
容　

ス
テ
ー
ジ
、
グ
ル
メ
、

夜
市
、
盆
踊
り
な
ど

問
合
せ　

岡
崎
活
性
化
本
部　

　
　

☎
０
５
６
４
（57）
０
２
０
０

●
花
火
大
会

と
き　

８
月
５
日
㈯　

18
時
50

分
～
21
時

と
こ
ろ　

乙
川
河
川
敷

問
合
せ　

岡
崎
市
観
光
協
会

　
　

☎
０
５
６
４
（23）
６
２
１
７

安
城
七
夕
ま
つ
り

　

約
千
本
も
の
竹
飾
り
が
街
中

に
飾
ら
れ
る
ほ
か
、
市
民
参
加

型
の
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
催
し
物
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

今
回
か
ら
６
月
１
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
中
心
市
街
地
拠
点
施

設
﹁
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
﹂
が
会
場

の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
す
。

　

ま
つ
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ

る
﹁
願
い
ご
と
、
日
本
一
。
﹂

に
ち
な
み
、
約
３
千
個
も
の
願

い
ご
と
の
書
か
れ
た
風
船
を
飛

ば
す
﹁
願
い
ご
と
ふ
う
せ
ん
﹂

や
約
５
万
枚
の
願
い
ご
と
短
冊

が
飾
ら
れ
る
﹁
短
冊
ロ
ー
ド
﹂
、

500
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
が
灯
り
、

幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す

﹁
願
い
ご
と
キ
ャ
ン
ド
ル
﹂
ほ

か
、
新
た
に
、
記
入
さ
れ
た
願

い
ご
と
が
大
型
モ
ニ
タ
ー
や
壁

に
映
し
出
さ
れ
る
﹁
願
い
ご
と

ス
ク
リ
ー
ン
﹂
と
い
っ
た
願
い

ご
と
に
関
す
る
数
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

あ
な
た
も
安
城
七
夕
ま
つ
り

で
、
願
い
を
叶
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

と
き　

８
月
４
日
㈮
～
８
月
６

日
㈰　

10
時
～
21
時

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
安
城
駅
～
名
鉄

南
安
城
駅
ま
で
の
市
街
地
一
円

問
合
せ　

安
城
七
夕
ま
つ
り
協

賛
会
事
務
局　

☎
（71）
２
２
３
５

未

人口・世帯数

［平成29年５月31日現在］

72,228人　（前月比＋27)
27,821世帯（前月比＋39）

男性
37,015人

女性
35,213人

刈
谷
市

豊
田
市

岡
崎
市

安
城
市

圏
域

だ
よ
り

　毎月１日号で掲載していました「碧南一家」については、しばらく休載させていただきます。
よろしくお願いします。

お知らせ
27



MHzMHzMHz

FMラジオFMラジオFMラジオ
台風･地震など

番組表は市内の公共施設にあります。

 Pitch FM 83.8では、地域の情報もお届けしています

と　き　　　　　　　 内　容

まちのまど（市からのお知らせ）
碧南市は毎週水曜日 13時35分〜13時45分

�７/ ５� 海浜水族館開館35周年

� 　�12� 芸術文化ホール催し物案内

� 　�19� 三河湾浄化の日・油ヶ淵浄化デー

� 　�26� 元気ッス！へきなん
※都合により内容などが変わることがあります。

広報へきなん　No.1815
平成29年７月１日号
● 編集・発行

碧南市役所秘書情報課広報戦略係
〒447-8601　愛知県碧南市松本町28
☎0566（41）3311、FAX0566（48）5101

hishojoho@city.hekinan.lg.jp
※回答が必要な場合は、住所、氏名を記載
してください。
http://www.city.hekinan.aichi.jp/
広報へきなんは古紙配合率100％、白色度75
％の紙を使用しています。

芸術文化ホール
T（48）3731
芸術文化ホール
T（48）3731

♪ ♪♪ ♪芸文芸文 いいいい 気 分気 分でで

　Ｎ響第１コンサートマスタ
ー篠崎史紀とＮ響メンバーに
よる弦楽五重奏です。ドボル
ザークの弦楽五重奏曲やＪ．
シュトラウスのワルツ、クラ
イスラーなど名曲の数々を楽
しいお話しと共に贈ります。
とき　９月29日㈮　19時～（開
場は18時30分）
ところ　エメラルドホール
出演　篠崎史紀・山岸努（バイオリン）、横澤耕一
（ビオラ）、桑田歩（チェロ）、本間達朗（コント
ラバス）
料金　【全席指定】一般　3,500円（当日　4,000円）、
学生　1,000円（当日　1,500円）、エメラルド会員
3,000円
チケット　芸術文化ホールで発売中
※販売時間は10時～18時です。チケットぴあ（☎05
70-02-9999、Ｐコード：335-211）でも発売中です。

　好評を博した講座「こんなオペ
ラ講座見たことない！」の講師、
甚目裕夫プロデュースのオペラ公
演・椿姫に続く第２弾はエメラル
ド三大テノールの競演です。
　国内トップクラステノールの夢
の競演をお楽しみください。
とき　９月９日㈯　14時～（開場は13時30分）
ところ　エメラルドホール
出演　小山陽二郎・西影星二・宮里直樹（テノール）、
甚目裕夫（話、ピアノ）
曲目　ラ・ボエームより「冷たき手を」、アルルの
女より「フェデリーコの嘆き」ほか
料金　【全席自由】一般　2,000円（当日　2,500円）、
学生　1,000円（当日　1,500円）、エメラルド会員
1,500円
チケット　芸術文化ホールで発売中
※チケットぴあ（☎0570-02-9999、Ｐコード：334-
828）でも発売中です。

篠崎史紀＆Ｎ響メンバーによる
弦楽五重奏

エメラルドオペラシリーズ　Vol. ２
エメラルド三大テノールの競演

規格
ＲＥＡＤポスター部門
・用紙サイズはＡ５
　�※用紙は図書館本館・分館�
にあります。
・「ＲＥＡＤ」の文字を入れ
　た読書に関するイラストで
　あること
図書館キャッチコピー部門
・図書館本館・分館に備え付
　けの用紙
・図書館や読書に関するもの
　であること
対象　中学生以上
発表　11月上旬
申込み　７月８日㈯～８月31
日㈭に①氏名②ペンネーム（希
望者のみ）③住所④電話番号
⑤年齢（ポスターは裏面に記載）を図書館本館（☎41-0894）・分館
※１人何点でも応募できます。また、応募作品は返却しません。
作品の版権は図書館に帰属します。

ＲＥＡＤポスター＆
図書館キャッチコピーコンテスト

『新刊書　頭の刺激　わくわくと』

△昨年度最優秀賞
　藤岡旭さんの作品

△昨年度最優秀賞
　えっさんの作品

ＲＥＡＤポスター人気投票
　作品の募集期間中に、ＲＥＡＤ
ポスター募集20回目を記念して、
今までの最優秀作品の人気投票を
行います。是非投票してください。

△篠崎史紀

△甚目裕夫


